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プ レイ ベ ン ト発 表 要 旨2005.11.11 『デザイン理論』48/2006

ジ ュエ リー:そ の意 味 とデ ザ イ ンの変 遷

一19世 紀を中心 に

金 相美/大 阪大学大学院文学研究科

装身文化 は,人 類 の誕生 と ともに始 まった

と言 って も過言 ではない。 その長 い歴史のな

か,ジ ュエ リーは さまざまな用途 の もとで愛

好 されてきた。 そ うした ジュエ リーの もつ,

意 味 と様相 に大 きな変化 が見 られたのが19世

紀 である。産業革命 における技術革新 と中産

階級 の増加,女 性 の社会進 出による影響な ど

は,こ れ までの ジュエ リーの存在価値を大 き

く変 えたの である。 そう した19世 紀 ヨー ロ ッ

パ,特 にイギ リスにおけるジュエ リーの意 味

とデザ イ ンにつ いて述べ る。

ジョアたちである。彼 らは,貴 族に劣 らない

高い趣味を見せると同時に,一 般庶民 との格

差をつける必要があり,成 功の証として高価

なジュエ リーを身につけていた。そのような

需要の傾向は,素 材の選択 と加工,つ まり高

価な宝石や貴金属を取 り入れ,効 果的なカッ

ティングやセッティングを施すことに注意を

払わせた。それは,素 材(宝 石や貴金属)と

その細工を重視するジュエリーの伝統を引き

継 ぐものであり,形 成 していったと考えられ

る。

伝統的ジュエリー

ジュエ リーの主な役割は,装 飾と象徴であ

る。装飾とは,言 うまでもな く装身の最後の

仕上げとして,身 につける人を引き立たせる

役割を言う。象徴は,時 代と地域によってそ

の特徴がさまざまであるため,一 概に定義す

ることは難 しいが,ジ ュエ リーが護符,宗 教,

権威,権 力などを表すために用いられる場合

と言ってよいだろう。

以下は,チ ャールズ ・ディケンズの 『リト

ル ・ドリッ ト』(1855年)の 一部である。「成

り上が りの大富豪マー ドルが結婚 した女性は

豊かな胸の持ち主だったが,そ れはまさに宝

石をぶら下 げるのに最適の場所であり,こ の

胸 を宝石で飾 りたてると宝石は素晴らしく見

栄えが して社交界の注目を集め賞賛を得たの

で,こ の結婚は確実に大成功の投機だった」。

身分や血統 による貴族社会が二つの革命,つ

ま りフランス革命と産業革命を経て,市 民社

会 に変わった。新たな社会の リーダーの地位

を獲得 したのが,成 り上がりの大富豪,ブ ル

量産 ジ ュエ リー

ブル ジョアたちの贅沢 な消費パ ター ンとは

対照 的であ った ものの,庶 民 に も手軽 に既製

服 が手 に入 るよ うにな り,ジ ュエ リー の需要

も拡大 した。 それに ともな い機械 によるジュ

エ リーの大量生産,人 造宝石 の開発,新 素材

の投入 がよ り活発 になったの も19世 紀 の特徴。

そのよ うな変化 は,権 力,権 威,成 功 の証 と

しての ジュエ リーの働 きを必要 と しな い大衆

に相応 しい ジュエ リーの価値 を求 めさせ た。

当時,特 にイギ リスで多 く生産 された 「セ ン

チ メ ン タ ル ・ジ ュ エ リー(Sentimental

Jewellery)」 を その一環 と して考え ることが

できる。例えば,セ ンチメンタル ・ジュエ リー

のなか には,い わゆる リガー ド様式 と呼 ばれ

る ものが ある。 ル ビー(Ruby),エ メ ラル

ド(Emerald),ガ ー ネ ッ ト(Garnet),ア

メ ジス ト(Amethyst),ル ビ ー(Ruby),

ダ イ ヤモ ン ド(Diamond)の 組 み合 わせ は,

そ れぞれの頭文 字でREGARD,つ ま り好意

を意味す ることにな る。 ジュエ リー に誕生石
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や花言葉 な どの意 味が付 け られ,強 調 され た

の もこの時代 の特色。 なぜ,ジ ュエ リーに話

題性 や特殊 な意味 を付加す る必要が あった の

か。 ジュエ リーは,第 三者 にとって は,並 べ

られた宝石 の経済 的意味 しか持 たな い。それ

が,大 衆化 ・量産化 された ジュエ リー ともな

ると経済 的価値 さえ持 たな い。 しか し,そ の

よ うなジ ュエ リーに意味を与え ることによっ

て,身 につ ける人,贈 る人,つ ま り消費す る

人 に とっては特別 な ものにな りうる。 ジュエ

リーの大衆化 ・量産化 は,話 題性や意 味の付

加 による ジュエ リーの新たな価値 とあ り方 を

生み 出 したので はな いか。現在の安価 な ジュ

エ リーにおいて も当時のデザイ ンの影 響が色

濃 く残 ってお り,今 後 もジュエ リー ・デザイ

ンの一要素 と して働 くであろ う。

アーテ ィステ ィック ・ジュエ リー

初めて ジュエ リーが 「アーツ ・ア ン ド・ク

ラフツ展覧会」 に展示 されたのは,1889年 の

第二回 目か らの ことであ る。洗練 されたモザ

イ クやエ ナメルの施 しは,人 々の興味 を集 め

るのに充分だ った。 しか し,ジ ュエ リーにお

ける新価 値を導 くまでの斬新 なデザイ ンには

至 らなか った と言 う評価 が与 え られた。以 後,

ア ー ツ ・ア ン ド・クラ フツ・ジュエ リーは,

徐 々に独 自な地位 を獲得 し,多 くの優れた ジュ

エラーが現れ るが,彼 らは経済 的には恵 まれ

なか った。 と言 うのは,安 価 な素材が用 い ら

れたが,デ ッサ ンやデザイ ンに多 くの時間 が

費 やされ,さ らに全 ての工程 が手作 りであ っ

たため完成品が高価な ものとな り,伝 統的 ジュ

エ リーに も,量 産 ジュエ リーに もな らず ,少

数 の芸術 愛好者 がその買 い手 となったので あ

る。 アー ツ ・ア ン ド・クラフツ運動 のみな ら

ず,工 芸 品 として ジュエ リーを語 る時,常 に

ジュエ リーの贅 沢さと浅薄 さの問題 に悩 まさ

れ る。 なぜ,ア ーツ ・ア ン ド・クラフツ運動

を支持 したデザイナーたちは,問 題性の多 い

ジュエ リーに眼を向けたのか。彼 らの創作活

動は どのように評価 されるべきなのか。 ジ ョー

ジ ・ガ スキ ン(1868-1934)は,石 は経 済的

価値 ではな く,そ の構成か らな る美的価値 に

よって選 び,全 て の工程 は手作業で行 うこと

を,ジ ュエ リー制作の原則 と していた。ガス

キ ンの言 う素材の選 び方は,ジ ュエ リー にお

ける伝統的価値の壁を越え るものであろ う。

また,チ ャールズ ・ロバー ト ・アシュ ビー

(1863-1942)は,作 業場は,商 人 の手 ではな

く,芸 術家の情熱で運営 される と言 った。 ア

シュ ビーが,ジ ュエ リー制作 に対 して 「アー

ティス ト」 と言 う言葉を用いた ことに注 目し

たい。彼 らの活動は,ア ーツ ・ア ン ド・クラ

フツ運動がかかげた機械 化による品質 の悪化

や クラフツマ ンシップの喪失 に対す る反発 に

基づ くものではないよ うに思 われる。彼 らの

素材 の選び方や斬新 なデザイ ンの追及,特 に

絵画を研究 し,デ ッサ ンに力 を注 いだ ことな

どを考えると,彼 らの創作活動 は,ジ ュエ リー

に新 たな造形性 を取 り入 れ,芸 術 と しての新

分野 を開 こうとしたよ うに思 われ る。実際,

彼 らの作品は,後 に現れるアール ・ヌーヴォー ・

ジュエ リーの前触 れである。

ジュエ リーの意味 とデザインの変遷を,19

世 紀 を中心 に見 てきた。 その特徴 は,次 の三

つに分類 される。 まず,素 材の価値を重視す

る伝統 的 ジュエ リー。次 に,大 衆のために量

産化 されたジュエ リー。 そ して,工 業 量産品

に対す るア ンチテーゼと して登場 した ジュエ

リー。 それ らのジュエ リーは,次 第に芸術 創

作 の対象 として の位置 を獲得す ることにな る。

上記 の三つ の流れ は,19世 紀 にお けるジュエ

リーの特徴 であ り,今 日のジュエ リー ・デザ

イ ンに多大 な影響 を与えて いる。
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